
海外の人が驚く日本人の災害対応能力

動画リンク：https://youtu.be/B_Mkx2GI6dg

今回は「海外の人が驚く日本人の災害対応能力」を学びながら、日本語を勉強しましょう。

この動画は、前半は少しゆっくりのスピードで、漢字にはふりがながあります。

後半は少しだけ速く（＋20％）なり、漢字にふりがなはありません。
学習にお役立てください。

日本は自然災害がとても多い国です。そのため、災害に対する対応はとてもすぐれています。こ

の動画では、海外の人が驚く日本人の災害対応能力を紹介します。地震速報から思いやりの心

まで、日本の災害対応にはたくさんの工夫と努力が詰まっています。日本人がどのようにして災

害に備え、乗り越えているのかを知ることで、皆さんも災害対応のヒントを得たり、日本人をもっと

よく知ることができると思います。

それでは、早速始めていきましょう。

1.地震速報
日本では、地震が発生するとすぐに「地震速報」が発表されます。これは、テレビ、ラジオ、イン

ターネット、スマートフォンなどを使って、地震の情報を早く届けるシステムです。地震速報が流れ

ると、地震が起こる場所や強さなどが知らされます。これにより、人々は地震が来る前に準備を

することができます。例えば、家で揺れを感じたときには、すぐに机の下に隠れたり、家族と連絡

を取り合ったりします。

また、地震速報は、地震の強さや震源地を知らせるだけでなく、地震後の安全情報も提供しま

す。例えば、「津波に注意してください」などの警報が流れることもあります。これによって、みんな

が安全に過ごすための行動が取れるのです。

日本では、地震が多いので、地震速報はとても大切です。皆さんの国では、地震や大きな自然

災害が起こると、どのように情報を知りますか？日本のように地震速報システムはありますか？

コメント欄で教えてくださいね！

2.日本人の冷静な対応
大きな地震や災害が起こると、人々は冷静に対応することがとても大切です。例えば、地震が起

こったとき、多くの人はパニックにならずに落ち着いて行動します。これには、日頃からの準備や

訓練が役立っています。例えば、地震が発生したときには、まずは自分の安全を確認し、そのあ

と、周りの人たちと協力して助け合うことが大切です。

日本では、学校や会社などで避難訓練が行われています。避難訓練では、地震や火事のときに

どうするかを学びます。例えば、地震のときには机の下に隠れて、頭を守ることを練習します。ま

た、火事のときには煙を吸わないように低い姿勢で移動する練習もします。こうした訓練をするこ

とで、いざというときに冷静に行動できるようになるのです。

https://youtu.be/B_Mkx2GI6dg


さらに、日本では「心の準備」も大切にしています。災害が起こると、感情が高ぶりやすいです

が、冷静に判断するためには、心の準備も必要です。普段から災害に備えておくことで、いざとい

うときにパニックにならずに済みます。

皆さんの国では、災害が起こったときに冷静に対応するために、どのような方法がありますか？

冷静に行動するための練習や準備がされていますか？

コメント欄で教えてくださいね！

3.日本の防災グッズ
日本では、災害に備えて「防災グッズ」を用意することがとても大切です。防災グッズとは、地震

や台風、洪水などの災害が起こったときに役立つアイテムです。これらのグッズを準備すること

で、いざというときに困らずに済みます。

例えば、日本では、災害に備えて水や食べ物を用意しておきます。これには、最低でも3日分くら
いの水と食料を確保しておくことが良いとされています。災害が起こると、電気や水道が使えなく

なることがあるからです。また、懐中電灯やラジオも重要です。懐中電灯は停電のときに明かりを

提供し、ラジオは災害時の情報を聞くために使います。

さらに、「非常持ち出し袋」という袋に、防災グッズをまとめておくことが多いです。この袋の中に

は、衛生用品や簡単な薬、温かい衣類なども入れておきます。これにより、災害時に必要なもの

をすぐに取り出せるようにしておくのです。

また、日本では、定期的に防災グッズのチェックを行い、期限切れの食べ物や水を交換すること

も大切です。これにより、常に最新の状態で準備を整えておくことができます。

皆さんの国では、災害に備えてどのようなグッズを準備していますか？防災グッズとして、どんな

ものを持っているか、コメント欄で教えてくださいね！

4.避難訓練
日本では、避難訓練がとても大切に考えられています。避難訓練とは、地震や火事などの災害

が起こったときにどうするかを練習することです。これによって、実際に災害が起こったときに冷

静に対応できるようになります。

学校や会社では、定期的に避難訓練が行われます。例えば、地震が起こったときには、すぐに机

の下に隠れる練習をします。また、火事が起こったときには、煙を吸わないように低い姿勢で避

難する練習もします。避難訓練では、正しい避難方法や安全な場所を確認することができます。

避難訓練は、家庭でも行うことができます。家族全員が、地震や火事のときにどこに避難するか

を決めておくことが重要です。例えば、家の中で安全な場所を決めておいたり、避難経路を確認

しておくことができます。

また、避難訓練では、普段から防災グッズを用意しておくことも大切です。練習を通じて、自分が

何を持って避難するべきか、どこに行くべきかを確認しておくと、いざというときに役立ちます。

皆さんの国では、避難訓練をどのように行っていますか？家庭や学校でどんな練習をしています

か？避難訓練の方法や準備についてコメント欄から教えてくださいね！



5.ハザードマップ
ハザードマップは、災害が起こる可能性のある場所や危険な場所を示した地図のことです。日本

では、このマップを使って、自分の住んでいる地域がどのような災害リスクがあるかを確認するこ

とができます。

例えば、地震や津波、洪水などのリスクが示されています。ハザードマップには、どこが安全で、

どこが危険かが色分けされていることが多いです。これにより、どこに避難すればよいかを事前

に知ることができます。

また、ハザードマップは地域ごとに作られており、市区町村の役所やウェブサイトで入手すること

ができます。自分が住んでいる場所のハザードマップを確認して、家族と一緒にどこに避難する

かを決めておくと安心です。

ハザードマップを見ることで、自分の住んでいる地域の危険度を把握し、事前に対策を考えるこ

とができます。これにより、災害が起こったときに落ち着いて行動することができるようになりま

す。

皆さんの国では、ハザードマップのような地図を使っていますか？災害リスクを確認するために

どんな方法がありますか？

コメント欄で教えてくださいね！

6.災害支援アプリ
日本では、災害時に役立つ「災害支援アプリ」がたくさんあります。これらのアプリは、スマート

フォンで簡単に使える便利なツールです。災害支援アプリは、地震や台風、洪水などの情報をリ

アルタイムで提供します。

例えば、アプリを使うと、地震が起こったときに地震の大きさや場所をすぐに知ることができます。

また、避難所の情報や、災害時の安全な行動についてのアドバイスも見ることができます。これ

により、災害が発生したときに必要な情報をすぐに得ることができ、適切に行動する助けになりま

す。

さらに、一部のアプリでは、自分の位置情報を友達や家族と共有できる機能もあります。これによ

り、災害時に連絡が取れない場合でも、安心して情報を伝えることができます。

災害支援アプリは、スマートフォンにインストールしておくと、災害時にとても役立ちます。アプリ

は日本の各自治体や政府の公式サイトからダウンロードできますので、ぜひ利用してみてくださ

い。

皆さんの国では、災害支援アプリのようなツールがありますか？災害時に役立つアプリやサービ

スについてコメント欄で教えてくださいね！

7.災害ボランティア
日本では、災害が発生したときに「災害ボランティア」が活躍します。ボランティアとは、自分の時

間や力を使って、他の人を助ける活動をする人のことです。災害ボランティアは、災害が起こった

ときに、被害を受けた人たちをサポートします。



例えば、地震や台風のあとに、避難所での食事の提供や、家の片づけ、救援物資の配布などを

行います。また、被災者の心のケアをするために、話を聞いたり、はげましたりする活動もしてい

ます。災害ボランティアは、困っている人たちに手を差し伸べる大切な役割を果たします。

災害ボランティアとして参加するためには、事前に登録やトレーニングを受けることが必要です。

日本では、地域のボランティア団体やNPOなどが、ボランティア活動の情報を提供しています。
また、災害が発生したときには、ボランティア活動の募集情報がニュースやインターネットで発表

されます。

皆さんの国では、災害ボランティアとしてどのような活動がありますか？ボランティアに参加する

ためには、どんな準備や訓練が必要ですか？

8.災害時の情報共有
災害が起こったとき、情報を正しく共有することはとても大切です。日本では、災害時にどのよう

に情報をやりとりするかが決まっています。情報を共有することで、人々が適切に行動し、安全を

守ることができます。

まず、地震や台風などの災害が発生したとき、テレビやラジオから最新の情報を得ることが重要

です。これらのメディアは、災害の状況や避難情報などをすぐに伝えてくれます。また、スマート

フォンやパソコンで、公式の情報サイトや災害支援アプリをチェックすることも役立ちます。

地域のコミュニティでは、町内会や防災チームが災害情報を共有します。例えば、災害が起こっ

たときに近所の人たちと連絡を取り合い、どこに避難するかを確認します。また、学校や職場で

も、災害時の連絡方法や避難場所についての情報を共有しています。

さらに、SNSやメッセージアプリを使って、家族や友人と連絡を取り合うこともできます。これによ
り、災害時にお互いの安否を確認したり、情報を交換したりすることができます。

ただし、SNSは災害が大きいときは通信できないことと、ウソの情報もたくさん流れるので注意が
必要です。

皆さんの国では、災害時にどのように情報を共有していますか？情報を得るために、どんな方法

を使っていますか？

コメント欄で教えてくださいね！

9.地域の防災チーム
日本では、地域ごとに「防災チーム」が作られています。防災チームは、災害が発生したときに地

域を守るために活動するグループです。この組織は、地域の安全を確保するために、さまざまな

準備や対応を行っています。

例えば、地域の防災チームは、避難所を管理したり、災害時の情報を住民に伝えたりします。避

難所では、食料や水、医薬品などを準備し、災害が起こったときにすぐに利用できるようにしてい

ます。また、地域の防災訓練を計画し、住民がどのように避難するかを学ぶ機会を作ります。

さらに、防災チームは、地域の防災計画を作成し、災害発生時にどのように対応するかを決めま

す。例えば、どこに避難するか、どのように連絡を取るかなどを決めておくことが大切です。



地域の防災チームに参加することで、自分の地域を守るために役立つことができます。ボラン

ティアとして参加する人も多いです。自分の地域がどのような防災チームを持っているかを知り、

参加することも災害対策の一環です。

皆さんの国では、地域にどのような防災チームがありますか？地域の安全を守るために、どのよ

うな活動が行われていますか？

コメント欄で教えてくださいね！

10.耐震設計
日本では、地震がよく起こるため、「耐震設計」がとても重要です。耐震設計とは、建物を地震に

強くするための設計方法のことです。地震が起こったときに、建物が壊れにくくするためにいろん

な工夫がされています。

まず、建物の基礎はしっかりと作られています。基礎は建物を支える部分で、地震の揺れに耐え

るために強く作られています。次に、建物の柱や梁も重要です。これらの部分がしっかりしている

と、地震の揺れに耐えることができます。

また、建物には「免震装置」や「制振装置」が取り付けられることもあります。免震装置は、地震の

揺れを建物に伝わりにくくするための装置です。制振装置は、揺れを和らげるための装置です。

さらに、新しい建物だけでなく、古い建物にも耐震補強が行われることがあります。これにより、

古い建物も地震に強くなります。

皆さんの国では、建物を地震に強くするためにどんな工夫をしていますか？耐震設計や耐震補

強について、どんなことをしていますか？

コメント欄で教えてくださいね！

11.自衛隊などによる災害時の救助活動
日本では、災害が起こったときに「自衛隊」がとても大きな役割を果たします。自衛隊は、日本の

安全を守るための軍隊で、災害が発生したときには救助活動を行います。自衛隊は、地震や台

風などの自然災害に対応するために、たくさんの準備をしています。

自衛隊の活動には、まず「救助活動」があります。これは、災害で困っている人を助けることで

す。例えば、倒れた建物から人を助けたり、被災地に必要な物資を運んだりします。また、病院

や避難所に支援を提供することもあります。

さらに、自衛隊は「検索救助」を行います。検索救助活動では犬も活躍します。これは、災害で連

絡が取れない人を探し出すことです。例えば、地震で家が崩れた場所を探し、閉じ込められた人

を助けます。

自衛隊だけでなく、警察や消防なども災害時に協力します。これらの組織は、地域の安全を守る

ために一緒に働きます。

皆さんの国では、災害時にどのような組織が救助活動を行っていますか？自衛隊や他の支援組

織について、どんな役割があるのでしょうか？



コメント欄で教えてくださいね！

12.思いやりの心
日本では、災害が起こると「思いやりの心」がとても大切にされます。思いやりとは、他の人の気

持ちや状況を考えて、助け合うことです。災害時には、特にこの心が重要になります。

例えば、地震や台風が来たとき、困っている人がいたら、自分にできることをして助けます。近所

の人と協力して、避難所を整えたり、必要な物資を届けたりします。また、自分の家が無事でも、

周りの人たちに支援を送ることが大切です。

災害時には、感謝の気持ちを伝えることも思いやりの一部です。救助活動をしている人たちに

「ありがとう」と伝えることで、彼らもはげまされます。助けられた人も、できる限りの感謝を表すこ

とで、良い関係を築くことができます。

また、災害が収まった後も、地域の人たちと一緒に復興活動を行うこともあります。復興活動で

は、壊れた家を修理したり、地域の再建に協力したりします。

皆さんの国では、災害時にどのように思いやりを表現していますか？日常生活でも、周りの人た

ちに対して思いやりを持つことを大切にしていますか？

コメント欄で教えてくださいね！

日本の災害対応能力は、世界中の人々に感動を与えるものです。地震速報や防災グッズ、避難

訓練など、日本の取り組みを通じて、災害時の準備と対応がいかに重要かを学ぶことができま

す。皆さんもこの動画を参考にして、自分の地域での防災対策を見直してみてください。コメント

欄で、あなたの国の災害対応についての体験や意見をぜひ教えてくださいね！

「海外の人が驚く日本人の災害対応能力」はいかがでしたか。

コメント欄から感想をみんなに教えてください。

それでは、また別の動画でお会いしましょう。

Japanese-listening-SUSHI




